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はじめに

ここでは、次の項について説明します。

• 対象読者, vii ページ

• 表記法, viii ページ

• 関連資料, ix ページ

• マニュアルに関するフィードバック, x ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート, x ページ

対象読者
このマニュアルは、Cisco UCS Director を使用し、以下の 1 つ以上の分野において責任と専門知識
を持つデータセンター管理者を主に対象としています。

• サーバ管理

• ストレージ管理

• ネットワーク管理

• ネットワーク セキュリティ

• 仮想化および仮想マシン
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表記法
用途テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素] のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ
ン タイトルは、[メイン タイトル] のように示しています。

GUI 要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（�L�W�D�O�L�F）で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザ インターフェイスでは、システムによって表
示されるテキストは、�F�R�X�U�L�H�Uフォントで示しています。

TUI 要素

システムが表示するターミナル セッションおよび情報は、�F�R�X�U�L�H�U
フォントで示しています。

システム出力

CLI コマンドのキーワードは、ボールド体（�E�R�O�G）で示しています。

CLI コマンド内の変数は、イタリック体（�L�W�D�O�L�F）で示しています。

CLI コマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 string の前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて string とみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま
す。

< >

システム プロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで
示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#
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「注釈」です。 役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、
ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。 機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され
ています。

注意

「時間の節約に役立つ操作」です。 ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮で
きます。

ワンポイント アドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。 人身事故を予防するための注意事項が記述されています。 機器の取り
扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ
い。 警告の各国語版については、各警告文の末尾に提示されている番号をもとに、この機器
に付属している各国語で記述された安全上の警告を参照してください。

これらの注意事項を保存しておいてください。

警告

関連資料
『Cisco UCS Director Documentation Roadmap』

Cisco UCS Directorの資料の詳細なリストについては、次の URL にある 『�&�L�V�F�R�8�&�6�'�L�U�H�F�W�R�U
�'�R�F�X�P�H�Q�W�D�W�L�R�Q�5�R�D�G�P�D�S』 を参照してください：http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/
ucs/ucs-director/doc-roadmap/b_UCSDirectorDocRoadmap.html。

『Cisco UCS Documentation Roadmaps』

すべての B シリーズ マニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-doc で入手できる『�&�L�V�F�R�8�&�6�%���6�H�U�L�H�V�6�H�U�Y�H�U�V�'�R�F�X�P�H�Q�W�D�W�L�R�Q�5�R�D�G�P�D�S』を参照してくださ
い。

すべての C シリーズ マニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-doc で入手できる『�&�L�V�F�R�8�&�6�&���6�H�U�L�H�V�6�H�U�Y�H�U�V�'�R�F�X�P�H�Q�W�D�W�L�R�Q�5�R�D�G�P�D�S』を参照してくださ
い。
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『�&�L�V�F�R�8�&�6�%���6�H�U�L�H�V�6�H�U�Y�H�U�V�'�R�F�X�P�H�Q�W�D�W�L�R�Q�5�R�D�G�P�D�S』には Cisco UCS Manager および Cisco UCS
Central のドキュメントのリンクが含まれています。 『�&�L�V�F�R�8�&�6�&���6�H�U�L�H�V�6�H�U�Y�H�U�V�'�R�F�X�P�H�Q�W�D�W�L�R�Q
�5�R�D�G�P�D�S』には Cisco Integrated Management Controller のドキュメントのリンクが含まれていま
す。

（注）

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご
ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、その他の有用な情報について、毎月更新される
『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規および改訂版の
技術マニュアルの一覧も示されています。

『�:�K�D�W�
�V�1�H�Z�L�Q�&�L�V�F�R�3�U�R�G�X�F�W�'�R�F�X�P�H�Q�W�D�W�L�R�Q』は RSS フィードとして購読できます。また、リー
ダー アプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ
ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。

   Cisco UCS Director EMC VPLEX 管理ガイド、リリース 5.0
x OL-32121-01-J   

はじめに
マニュアルに関するフィードバック

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.html


第 1 章

概要

この章は、次の内容で構成されています。

• EMC VPLEX について, 1 ページ

• Cisco UCS Director について, 5 ページ

EMC VPLEX について
VPLEX はプライベート クラウドで仮想ストレージ システムとデータへのアクセスを提供する
EMC テクノロジーです。 VPLEX は Vblock などのポッド展開またはスタンドアロン デバイスと
して UCS Director に実装できます。 VPLEX の機能は次のとおりです。

• マルチベンダーの高可用性ストレージおよびコンピューティングインフラストラクチャに対
して単一のインターフェイスを使用して、アプリケーションとデータを様々なコンピュー
ティング ロケーションおよびストレージ ロケーションにわたり、運用の中断なく、リアル
タイムで動的に移動します。 VPLEX は、同じデータセンター内、キャンパス全体、または
特定の地域で、拡張クラスタリングと分散キャッシュの整合性インテリジェンスを統合しま
す。キャッシュの整合性はデータが失われたり、破損したり、上書きされないようにキャッ
シュを管理します。

• 組織が動的かつ柔軟にデータを利用できるようにします。たとえば、従来は運用停止や手動
でのリストア手順が必要であった障害の場合も、ビジネスを継続できます。

• 複数のサイト内およびサイト間で同じデータの一貫性を提示、維持して、分散データのコラ
ボレーションを可能にします。

• 仮想マシン（VM）のサーバとして機能する ESX ホストと、ポッド内、ポッド間、および複
数ポッドにデータを拡張できるストレージ エリア ネットワーク（SAN）内のストレージと
を結びつけます。
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EMC VPLEX テクノロジー
EMC VPLEX は、従来の物理ストレージ アレイ デバイスをカプセル化し、論理的に 3 層に抽象化
します。 各層の論理関係を次の図に示します。

図 1：VPLEX の論理ストレージ構造

VPLEX はエクステントを使用してストレージ ボリュームを分割します。 基盤となるストレージ
ボリュームの全部または一部をエクステントにすることができます。 VPLEX はエクステントを
集約し、デバイス層で RAID 保護を適用します。 デバイスは、1 つ以上のエクステントを使用し
て構築されます。

VPLEXストレージ構造の最上位層は仮想ボリュームであり、基盤となるデバイスによって作成さ
れ、それらのデバイスのサイズを継承します。仮想ボリュームは、複数のストレージボリューム
に分散された単一の連続ボリュームの場合があります。

VPLEXは、ホストがフロントエンド（FE）ポートで使用できるように仮想ボリュームを提供し、
ホストは仮想ボリュームを認識します。仮想ボリュームへのアクセスはストレージビューによっ
て制御されます。 ストレージ ビューは、VPLEX FE ポートと仮想ボリュームへのホスト イニシ
エータのアクセスを決定する論理コンテナとして機能します。

VPLEX は、次の各セクションで説明されているネットワーク実装に応じて、外部ハードウェア
インターフェイスとして Local または Metro を使用できます。 VPLEX Local または VPLEX Metro
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用 VPLEX ソリューションの詳細については、『Data Center Interconnect Design Guide for Virtualized
Workload Mobility with Cisco, EMC, and VMware』を参照してください。

VPLEX Local
同種構成または異機種構成のストレージ システムが 1 つの Pod に組み込まれており、データ移動
が複数の物理データ ストレージ エンティティ間で管理される場合に、VPLEX Local を使用しま
す。

VPLEX Local は次の属性を持ちます。

• 最大 4 台のエンジン

• 最大 8000 個の論理ユニット番号（LUN）

• 単一サイト

• 単一の Pod

VPLEX Metro
同期距離により分離されている 2 つの場所の間でアクセスおよびデータ移動が必要な場合は、
VPLEX Metro を使用します。 VPLEX Metro では、リモート サイトが論理ユニット番号（LUN）
用の物理ストレージを必要とすることなく、LUN を表示できます。 VPLEX Metro 構成を使用す
ると、ユーザに意識させないで、ワークロードの移動や共有、Podの統合、Pod間のリソース使用
率の最適化を行えます。

VPLEX Metro は次の属性を持ちます。

• 1 台から 8 台のエンジン

• 最大 16,000 個の LUN

• 2 つのサイト

• 最大 100 km

VPLEX のクラスタリング アーキテクチャ
VPLEX はクラスタを使用して Pod の境界をなくして、複数の Pod を持つサーバが共有ブロック
ストレージ デバイスに対して同時読み取り/書込み権限を持てるようにします。 以下の図に示す
VPLEX クラスタは拡張可能です。 最大 4 台のエンジンを追加し、複数のクラスタに接続して、
VPLEXMetro構成を形成できます。エンジンは入出力ストリームを仮想化し、ファイバチャネル
接続を使用してホストおよびストレージに接続してデータ転送を行います。 VPLEX Metro は現
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在、同じ Pod で最大 2 つのクラスタをサポートし、無停止のデータ移動、異機種混在のストレー
ジ管理、およびアプリケーションの可用性の向上を提供します。

図 2：VPLEX クラスタ構成

ポッドの VPLEX ストレージ システムの管理
プライベート クラウドのデータにアクセスするための VPLEX 仮想ストレージ システム テクノロ
ジーは、ポッドと関連付けられており、ポッドでサポートされています。 Cisco UCS Director は
VPLEX Element Manager API からデータを収集し、VPLEX サーバに HTTPS 経由で接続します。
VPLEX アカウントを確立して、VPLEX クラスタ（物理キャビネット内の 1、2、または 4 個のエ
ンジンで構成される）とポッドを関連付けると、Cisco UCS Director で次の VPLEX 機能を設定、
管理、および監視できます。

• 単一の耐障害性クラスタを形成し、1 個から 4 個のエンジンとして配置される複数の VPLEX
ダイレクタに対する、ESX ホストのクラスタ インベントリ管理およびレポート。
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• 2台のダイレクタ、管理モジュール、冗長電源を含むエンジンに対する、VPLEXエンジンの
インベントリ管理およびレポート。

• VPLEX のコア ソフトウェアである GeoSynchrony を実行する CPU モジュールに対する、ダ
イレクタのインベントリ管理およびレポート。 各エンジンには 2 台のダイレクタがあり、そ
れぞれに、独立して機能できる専用リソースがあります。

• ファスト イーサネット ポートおよびイニシエータ ポートに対する、ポートのインベントリ
管理およびレポート。

• 最近書き込まれたデータおよび最近アクセスされたデータの一時保存用 VPLEX （Local、
Metro、Global）データ キャッシュのレポート。

• アレイからエクスポートされた論理ユニット番号（LUN）による、ストレージボリュームの
インベントリ管理およびレポート。

• ストレージボリュームのスライス（ブロックの範囲）による、エクステント管理（作成、削
除、レポート）。

• ミラーが地理的に別の場所にある RAID 1 デバイスに対する、デバイス管理（作成、削除、
ミラーの接続および解除、レポート）。

• ESX ホストに提供される仮想ボリュームの管理（作成、変更、削除、レポート）。仮想ボ
リュームは、複数のストレージ ボリュームに分散できます。

• 登録済みイニシエータ（ホスト）、フロントエンド ポート、仮想ボリュームを組み合わせ
た、ストレージ ビュー管理（作成、変更、削除、レポート）。ストレージへのホスト アク
セス制御に使用します。

• 特定の障害イベントの前に失われる可能性があるデータ量を決定するリカバリ ポイント。

VPLEX の使用例に関する詳細情報は、『Data Center Interconnect Design Guide for Virtualized Workload
Mobility with Cisco, EMC, and VMware』の「Cisco Virtualized Workload Mobility Design Considerations」
の章の「EMC VPLEX Metro Functional Overview」のセクションを参照してください。

Cisco UCS Director について
Cisco UCS Director（旧称 Cisco Cloupia Unified Infrastructure Controller）は、次の標準的なテンプ
レートを使用する 64 ビットのアプライアンスです。

• Open Virtualization Format（OVF）for VMware vSphere

• Virtual Hard Disk（VHD）for Microsoft Hyper-V

Cisco UCS Director は、Cisco UCS および Cisco Nexus プラットフォームに基づく業界をリードする
統合インフラストラクチャ ソリューションに、セキュリティで高度に保護された統合管理機能を
提供します。

Cisco UCS Director は、Cisco UCS を通じて、コンピューティング階層とネットワーク階層の統合
を拡張し、データセンターの管理者に包括的な可視性と管理機能を提供します。 この製品は、
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CiscoUCSおよびCiscoNexusプラットフォームをベースにした、NetAppFlexPodおよびExpressPod、
EMC Isilon、EMC VSPEX、EMC VPLEX、および VCE Vblock システムをサポートします。

Cisco UCS Director は物理的、仮想的、ベアメタル型の環境にわたって、リソース プールのプロビ
ジョニングを自動化します。 この製品は、正常性、ステータス、リソース使用率に関して、ネイ
ティブな自動化されたモニタリング機能を提供します。 Cisco UCS Director を使用して次を実行で
きます。

• すべてのサーバおよびアプリケーションを対象に、サービスプロファイルとテンプレートを
作成、複製、および導入すること

• 全データセンターを対象として、仮想マシン（VM）の使用率を示すヒート マップを表示す
るなど、統合インフラストラクチャで組織の使用率、傾向、容量を継続的にモニタすること

• 作業者ごとにばらつきのない方法で ExpressPod および FlexPod インフラストラクチャの導入
や容量の増設を行うこと

• Cisco UCS ドメインとそのコンポーネントを対象として、管理、モニタリング、報告を行う
こと

• 物理的なインフラストラクチャ サービスを含むように、仮想サービス カタログを拡張する
こと

• 仮想化された作業負荷と仮想化されていない作業負荷の両方に対応するために、セキュリ
ティで保護されたマルチテナント環境を管理すること
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第 2 章

VPLEX のアカウント管理

この章は、次の内容で構成されています。

• VPLEX アカウントの作成, 7 ページ

VPLEX アカウントの作成

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [物理アカウント] の順に選択します。

ステップ 2 [マルチドメインマネージャ] タブをクリックします。

ステップ 3 [新規] をクリックします。

ステップ 4 [アカウントの追加] ダイアログボックスで [アカウントの種類] ドロップダウン リストから [EMC VPLEX]
を選択します。

ステップ 5 [送信] をクリックします。

ステップ 6 �>アカウントの追加�@ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

アカウントに割り当てる一意の名前です。[アカウント名] フィールド

VPLEX サーバの IP アドレス。[サーバ IP] フィールド

認証情報を付与するポリシーを使用する場合は、このチェックボック
スをオンにします。

[認証情報を使用する] チェック
ボックス

VPLEXサーバへアクセスするためにこのアカウントで使用するユーザ
名。 このユーザ名は、VPLEX サーバの有効なアカウントである必要
があります。

[ユーザ名] フィールド

ユーザ名に対応するパスワード。[パスワード] フィールド
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説明名前

httpsパラメータは、転送タイプのプロトコル用にあらかじめ選択され
ています。

http は VPLEX ではサポートされませ
ん。

（注）

[プロトコル] ドロップダウン リ
スト

VPLEXサーバへのアクセスに使用されるポート。ポート443がデフォ
ルトのセキュア HTTPS ポートです。

[ポート] フィールド

管理者またはアカウント責任者の連絡先に使用する電子メールアドレ
スです。

[連絡先] フィールド

連絡先の場所。[ロケーション] フィールド

ステップ 7 [送信] をクリックします。

ステップ 8 [マルチドメイン マネージャ] タブで、作成したばかりの EMC VSPEX アカウントを選択します。

ステップ 9 [テスト接続] をクリックします。
[接続のテスト] ダイアログボックスが表示され、接続が成功したかどうかを確認します。
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第 3 章

VPLEX の操作

この章は、次の内容で構成されています。

• システム要件, 10 ページ

• クラスタへの Pod の割り当て, 11 ページ

• VPLEX エンジンの表示, 12 ページ

• ストレージ アレイの再検出, 13 ページ

• ストレージ ボリュームの要求, 13 ページ

• エクステント, 15 ページ

• VPLEX ストレージ デバイス, 17 ページ

• コンシステンシ グループ, 21 ページ

• 分散デバイスとルールセット, 26 ページ

• イニシエータ, 28 ページ

• 仮想ボリューム, 30 ページ

• ターゲット ポートの表示, 35 ページ

• ストレージ ビュー, 35 ページ

• ロギング ボリューム, 41 ページ

• VPLEX システム タスクの管理, 43 ページ
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システム要件
要件コンポーネント

Cisco Nexus 5000/5500 または 7000 シリーズ ス
イッチ 2 台

Cisco UCS 6100 または 6200 シリーズ ファブリッ
ク インターコネクト 2 台

Cisco Nexus 1000V スイッチ

ネットワーキング

1 台以上の Cisco UCS シャーシとシャーシあた
り2台のファブリックエクステンダを搭載した
モジュール

コンピューティング

EMC VNX、 VMAX、 Vblock、または VSPEX
ストレージ システム

ストレージ

サポートされているすべてのバージョンの互換
性マトリクスを参照してください。

Cisco UCS Director

サポートされているすべてのバージョンの互換
性マトリクスを参照してください。

Cisco UCS Director Baremetal Agent

2 GB メモリおよび 3000-GHz 以上の CPUCisco UCS Director— リソース予約

2 GB メモリおよび 2000-GHz 以上の CPUCisco UCS Director Baremetal Agent — リソース
予約

サポートされているすべてのバージョンの互換
性マトリクスを参照してください。

VMware（vCenter Server/ESXI/ESXi/vSphere、ま
たは Microsoft Hyper-V マネージャー）サーバ
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クラスタへの Pod の割り当て
各 VPLEX クラスタ（1 および 2）で、Pod も作成する必要があります。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、Pod に割り当てるクラスタをクリックします。

ステップ 5 [Pod に割り当てる] をクリックします。

ステップ 6 [クラスタへの Pod の割り当て] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

Pod の種類を選択します。 次のいずれかになります。

• [デフォルトの Pod]

• [VSPEX]

• [汎用]

• [Vblock]

[Pod の選択] ドロップダウン リ
スト

ステップ 7 [送信] をクリックします。

ステップ 8 もう一方のクラスタに Pod を割り当てるには、上記の手順を繰り返します。
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クラスタからの Pod の割り当て解除

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックして、希望のクラスタをクリックします。

ステップ 5 [Pod の割り当て解除] をクリックします。

ステップ 6 [クラスタからの Pod の割り当て解除] ダイアログボックスで [送信] をクリックしてクラスタから Pod の割
り当てを解除します。

VPLEX エンジンの表示
VPLEX デュアル エンジンは、冗長ダイレクタによるキャッシュと処理能力を提供します。各エ
ンジンは 1 台のダイレクタごとに 2 つの入出力（I/O）モジュールとオプションで 1 つの WAN
COM I/O モジュールを備え、VPLEX Metro 構成に使用されます。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [エンジン] タブをクリックします。
シリアル番号、エンジン ID、稼動状態など、VPLEX エンジンの情報が表示されます。

ステップ 5 特定のエンジンの特定の情報を表示するには、そのエンジンをクリックし、[詳細の表示]をクリックしま
す。
ダイレクタ、ダイレクタ ID、ポート、ホスト名、クラスタなどの情報が表示されます。

   Cisco UCS Director EMC VPLEX 管理ガイド、リリース 5.0
12 OL-32121-01-J   

VPLEX の操作
クラスタからの Pod の割り当て解除



ストレージ アレイの再検出
VPLEXで認識されていて、最近ゾーン化され、マスクされたストレージを表示するために、スト
レージ アレイを再検出します。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [ストレージ アレイ] タブをクリックします。

ステップ 6 ストレージ アレイをクリックします。

ステップ 7 [再検出] をクリックします。

ステップ 8 [ストレージ アレイの再検出] ダイアログボックスで [送信] をクリックします。

ストレージ ボリュームの要求
ストレージボリュームは、アレイからエクスポートされた論理ユニット番号（LUN）です。この
要求処理により、VPLEX クラスタに表示された場合に、関連するストレージ ボリュームだけが
処理されるようになります。

ストレージ ボリュームの要求

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [ストレージ ボリューム] タブをクリックします。

ステップ 6 [要求] をクリックします。

ステップ 7 [ストレージ ボリュームの要求] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ストレージ ボリュームに適用するユーザ定義名。[新しい名前] フィールド

再構築時にLUNをシンプロビジョニングに設定するには、このチェッ
クボックスをオンにします。シンプロビジョニングは、バックエンド
ストレージボリュームの動的なシン割り当て機能を活用して、必要な
容量を割り当てます。

バックエンド ストレージ ボリュームに割り当てられる実際
のストレージは、アドバタイズされているストレージ ボ
リュームの容量ではなく、ストレージ ボリュームの書き込
まれた部分から決定されます。

（注）

[シンでの再ビルド]チェックボッ
クス

既存のストレージ ボリュームと 1 対 1 に対応する既存の LUN のイン
ポートを許可するには、このチェックボックスをオンにします。これ
らのボリュームは、データ パスから VPLEX を削除した後に、ホスト
により容易にインポートできます。仮想化ディスクストレージから非
仮想化ディスクストレージへ容易に移行できる機能は、このアプロー
チの重要なメリットです。このアプローチでは、使用可能なエクステ
ントのサイズは基盤となるストレージボリュームで使用可能なエクス
テントのサイズに制限され、また、デバイスのレイアウトと構造には
上限があります。

[アプリケーション整合性]チェッ
クボックス

ステップ 8 [送信] をクリックします。

   Cisco UCS Director EMC VPLEX 管理ガイド、リリース 5.0
14 OL-32121-01-J   

VPLEX の操作
ストレージ ボリュームの要求



ストレージ ボリュームの要求解除
ストレージボリュームは、アレイからエクスポートされた論理ユニット番号（LUN）です。VSPEX
クラスタでの処理に不要になったストレージ ボリュームの要求を解除します。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [ストレージ ボリューム] タブをクリックします。

ステップ 6 要求解除するストレージ ボリュームを選択します。

ステップ 7 [要求解除] をクリックします。

ステップ 8 [ストレージ ボリュームの要求解除] ダイアログボックスで [送信] をクリックし、ストレージ ボリューム
の要求を解除します。

エクステント
VPLEX はエクステントを使用してストレージ ボリュームを分割します。 基盤となるストレージ
ボリュームの全部または一部をエクステントにすることができます。 VPLEX はエクステントを
集約し、デバイス層で RAID 保護を適用します。 デバイスは、1 つ以上のエクステントを使用し
て構築され、必要に応じて、より複雑な RAID スキームおよびデバイス構造に統合することがで
きます。

エクステントのサイズは、仮想ボリュームで必要な容量に一致するように調整する必要がありま
す。 エクステントに使用するストレージ ボリュームが、必要な仮想ボリュームよりも大きい場
合、必要な仮想ボリュームのサイズのエクステントを作成する必要があります。

サイズの小さいエクステントを作成して、その後に、デバイスを使用してエクステントを連結
またはストライプ化しないでください。

（注）
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エクステントの作成
ストレージ ボリュームのエクステントを作成し、その容量を指定できます。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [エクステント] タブをクリックします。

ステップ 6 [作成] をクリックします。

ステップ 7 [エクステントの作成] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[選択] をクリックします。 [選択] ダイアログボックスでストレージ ボ
リュームの名前を選択し、[選択] をクリックします。

[ストレージ ボリューム] フィー
ルド

エクステントのサイズ（ギガバイト）。[サイズ（GB）] フィールド

このストレージ ボリュームのエクステントの数。[エクステント数] フィールド

ステップ 8 [送信] をクリックします。
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エクステントの削除

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [エクステント] タブをクリックします。

ステップ 6 削除する適切なエクステントを選択します。

ステップ 7 [削除] をクリックします。

ステップ 8 [エクステントの削除] ダイアログボックスで [送信] をクリックして削除を確認します。

VPLEX ストレージ デバイス
VPLEX ストレージ デバイスは、VPLEX のクラスタのストレージを使用する単一のブロック スト
レージ デバイスで構成されます。 次のタイプの VPLEX デバイスを使用できます。

• RAID-0：パフォーマンス重視のストライプ化データ マッピングまたは分散データ マッピン
グ技術を提供します。

• RAID-1：2 台（以上）のデバイスを同一の状態で常に保持するための、ミラー データ マッ
ピング技術を提供します。1台のデバイスが故障した場合、オペレーティングシステム（OS）
は残りのディスクを使用して処理を続行できます。

• 連結 RAID：データが線状のディスク集合にわたって連結されることを示します。
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VPLEX ストレージ デバイスの作成

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [デバイス] タブをクリックします。

ステップ 6 [作成] をクリックします。

ステップ 7 [デバイスの作成] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ストレージ デバイスのタイプを選択します。

• RAID-0

• RAID-1

• 連結 RAID

[デバイスのタイプ] ドロップダ
ウン リスト

[選択] ボタンをクリックします。 [選択] ダイアログボックスで、この
ローカル デバイスを作成するための 1 個以上のエクステントを選択
し、[選択]をクリックします。エクステントはストレージボリューム
のスライス（ブロックの範囲）です。

[エクステントの選択] フィール
ド

すべてのクラスタにわたって一意である、この単一のブロック スト
レージ デバイスの名前。

[デバイス名] フィールド

どのくらいのストライプ深度にするかを選択します。ブロックサイズ
は 4 KB です。

[ストライプ深度] ドロップダウ
ン リスト

ステップ 8 [送信] をクリックします。

VPLEX ストレージ デバイスのミラーリング
VPLEX ストレージ デバイスをミラー化すると、ストレージ データの単一ビューが作成され、こ
のデータにホストがすぐにアクセスできるようになります。この処理により、ホストベースのミ
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ラーリングが不要になるため、ホストのCPU処理リソースの節約となり、重要なアプリケーショ
ンの可用性が高まります。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [デバイス] タブをクリックします。

ステップ 6 [ミラーの接続] をクリックします。

ステップ 7 [ローカル/リモート ミラーの接続] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ストレージ デバイスのタイプを選択します。

• [ローカル]：ローカル ストレージ デバイス

• [リモート]：リモート ストレージ デバイス

[ミラー タイプ] ドロップダウン
リスト

[選択] をクリックします。 [選択] ダイアログボックスで、ミラーとし
て VPLEX ストレージ デバイスに接続するデバイスを選択し、[選択]
をクリックします。

[デバイスのミラー化] ボタン

ステップ 8 [送信] をクリックします。
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VPLEX ストレージ デバイスの表示
VPLEXストレージデバイスの合計容量（ギガバイト）や、それがローカルかグローバル（リモー
ト）か、再ビルドが許可されているか、それは RAID 1 かまたは RAID 0 か、あるいは RAID C（連
結）か、などの VPLEX ストレージ デバイスの情報を表示できます。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [デバイス] タブをクリックします。

ステップ 6 [詳細の表示] をクリックします。

ステップ 7 [送信] をクリックします。

VPLEX ストレージ デバイスからのミラーの解除

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [デバイス] タブをクリックします。

ステップ 6 [ミラーの解除] アイコンをクリックします。

ステップ 7 [ローカル/リモートミラーの解除]ダイアログボックスで [選択]をクリックします。 [選択]ダイアログボッ
クスでミラー化したデバイスの名前を選択し、[送信] をクリックして VPLEX ストレージ デバイスから削
除します。
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VPLEX ストレージ デバイスの削除
ストレージを使用している単一のブロック ストレージ デバイスをクラスタから削除できます。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [デバイス] タブをクリックします。

ステップ 6 削除する適切なデバイスを選択します。

ステップ 7 [削除] をクリックします。

ステップ 8 [デバイスの削除] ダイアログボックスで [送信] をクリックして、削除を確認します。

コンシステンシ グループ
ボリュームはコンシステンシ グループにより保護されます。 2 つのデータ セットが相互に依存し
ている場合（データベースとデータベースログなど）、それらは同じコンシステンシグループに
属している必要があります。

仮想ボリュームは、コンシステンシグループが作成されるときに、コンシステンシグループに追
加されます。コンシステンシグループは障害が発生した場合に、システム内の分散仮想ボリュー
ムで、アプリケーション固有のアプリケーション データの書き込みに整合性が維持されることを
保証します。次に、追加されたボリュームにコンシステンシグループのプロパティがすぐに適用
されます。

コンシステンシ グループには次のガイドラインを使用します。

• コンシステンシ グループに追加できるのは、可視化され、クラスタ側ストレージのプロパ
ティがコンシステンシ グループのプロパティと一致するボリュームだけです。

• 1 つのコンシステンシ グループのボリュームの最大数は 1000 個です。

• コンシステンシグループ内で同じアプリケーションまたはホストによって使用されるボリュー
ムは、グループ化する必要があります。

• リモート コンシステンシ グループで許可されるのは、両方のクラスタ（分散ボリューム）
にストレージを持つボリュームだけです。

• 指定したいずれかのボリュームがすでにコンシステンシ グループにある場合、これらのボ
リュームはスキップされます。
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• コンシステンシグループの分離ルールを開始すると、非優先クラスタを中断し、優先クラス
タの入出力機能を維持するのに 5 秒かかります。

コンシステンシ グループの作成
コンシステンシ グループは、ボリュームをグループ化して、グループ全体にプロパティのセット
を適用できるようにします。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [コンシステンシ グループ] タブをクリックします。

ステップ 6 [作成] をクリックします。

ステップ 7 [コンシステンシ グループの作成] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

すべてのクラスタ間で一意のグループ名。[グループ名] フィールド

コンシステンシグループに追加する必要がある仮想ボリュームのタイ
プを選択します。 次のいずれかになります。

• Local：クラスタ 1

• Global：すべてのクラスタ

[タイプ] ドロップダウン リスト

すべてのグローバルコンシステンシグループを同期し、クラスタで見
えるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

[グローバル可視性]チェックボッ
クス

各ボリューム（クラスタ）について、次のいずれかのデタッチ（win）
ルールを選択します。

• [クラスタ1のデタッチ]：すべての障害シナリオで、そのボリュー
ムの優先クラスタがクラスタ 1 であると宣言されます。

• [クラスタ2のデタッチ]：すべての障害シナリオで、そのボリュー
ムの優先クラスタがクラスタ 2 であると宣言されます。

• [自動優先なし]：リンクのパーティションまたは VPLEX クラス
タ全体がダウンした場合に、入出力（I/O）操作は両方の VPLEX
クラスタで一時停止します。

[デタッチ ルール] ドロップダウ
ン リスト
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説明名前

クラスタ間リンクの障害後、優先クラスタのデタッチまでに要する秒
数。

[遅延] フィールド

[選択] をクリックします。 [選択] ダイアログボックスで、コンシステ
ンシ グループに追加する仮想ボリュームを選択し、[選択] をクリック
します。

[仮想ボリューム] フィールド

ステップ 8 [送信] をクリックします。

既存のコンシステンシ グループへの仮想ボリュームの追加
既存のコンシステンシ グループに 1 つ以上の仮想ボリュームを追加できます。

コンシステンシ グループを作成するときに、仮想ボリュームを追加することもできます。（注）

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [コンシステンシ グループ] タブをクリックします。

ステップ 6 [仮想ボリュームの追加] をクリックします。

ステップ 7 [コンシステンシ グループへの仮想ボリュームの追加] ダイアログボックスで [選択] をクリックします。

ステップ 8 [選択] ダイアログボックスで、コンシステンシ グループに追加する仮想ボリュームを選択し、[選択] をク
リックします。

ステップ 9 [送信] をクリックします。
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コンシステンシ グループからの仮想ボリュームの削除
既存のコンシステンシ グループから 1 つ以上の仮想ボリュームを削除できます。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [コンシステンシ グループ] タブをクリックします。

ステップ 6 [仮想ボリュームの削除] をクリックします。

ステップ 7 [コンシステンシグループからの仮想ボリュームの削除]ダイアログボックスで [選択]をクリックします。

ステップ 8 [選択] ダイアログボックスで、コンシステンシ グループに追加する仮想ボリュームを選択し、[選択] をク
リックします。

ステップ 9 [送信] をクリックします。

コンシステンシ グループの RecoverPoint の有効化または無効化
コンシステンシ グループに対して RecoverPoint を有効化し、Pod 内および Pod 間両方におけるさ
まざまなストレージ環境で任意のリカバリ ポイントを提供し、VPLEX システム内の VPLEX 分散
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仮想ボリュームにおいて、無停止の障害復旧のために継続的なデータ保護を行うことができます。
また、コンシステンシ グループに対して RecoverPoint を無効にすることもできます。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [コンシステンシ グループ] タブをクリックします。

ステップ 6 [リカバリポイントの有効化/無効化] をクリックします。

ステップ 7 [コンシステンシ グループのリカバリポイントの有効化/無効化] ダイアログボックスで、[オプションの選
択] ドロップダウン リストから [有効化] または [無効化] を選択します。

ステップ 8 [送信] をクリックします。

コンシステンシ グループの表示
コンシステンシ グループに属する仮想ボリュームを表示できます。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [コンシステンシ グループ] タブをクリックします。

ステップ 6 表示するコンシステンシ グループを選択します。
[仮想ボリューム] タブで、コンシステンシ グループに属する仮想ボリュームのリストを表示で
きます。

（注）
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既存のコンシステンシ グループの削除

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [コンシステンシ グループ] タブをクリックします。

ステップ 6 削除するコンシステンシ グループを選択します。

ステップ 7 [削除] をクリックします。

ステップ 8 [コンシステンシ グループの削除] 確認ダイアログボックスで [送信] をクリックします。

分散デバイスとルールセット
分散デバイスを作成すると、単一の VPLEX のクラスタ（プレックス）で両方のクラスタのスト
レージを使用することができます。

2 つの VPLEX クラスタにまたがる各分散デバイスには、ルールセットが割り当てられている必要
があります。 ルールセットは、障害イベントでボリュームへのアクセスを維持する優先クラスタ
として宣言するクラスタ、および非優先クラスタと宣言されるクラスタを定義します。 これらの
ロールが宣言されると、クラスタの分散デバイスはデタッチされ、通常の入出力（I/O）操作を再
開できるようになります。

分散デバイスのルールセットの表示

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [RuleSets] タブをクリックします。
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分散デバイスの作成

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [分散デバイス] タブをクリックします。

ステップ 5 [作成] をクリックします。

ステップ 6 [分散デバイスの作成] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[選択] をクリックします。 [選択] ダイアログボックスで、ソース デバ
イスを表示するソース クラスタを選択し、[選択] をクリックします。

ソース クラスタ

[選択] をクリックします。 [選択] ダイアログボックスで、分散デバイ
スの作成元のローカル デバイスを選択し、[選択] をクリックします。

ソース デバイス

[選択] をクリックします。 [選択] ダイアログボックスで、分散デバイ
スとして作成するターゲットとして追加するローカルデバイスを選択
し、[選択] をクリックします。

[ターゲット デバイス] フィール
ド

[選択] をクリックします。 [選択] ダイアログボックスで、この分散デ
バイスに追加する 1 つ以上のロギング ボリュームを選択し、[選択] を
クリックします。

[ロギング ボリューム] フィール
ド

全 VPLEX に一意である新しいデバイス名。[デバイス名] フィールド

[選択] をクリックします。 [選択] ダイアログボックスで、以前に設定
し、この分散デバイスに追加する RuleSet名を選択し、[選択] をクリッ
クします。

[RuleSet] フィールド

ステップ 7 [送信] をクリックします。
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分散デバイスの削除

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [分散デバイス] タブをクリックします。

ステップ 5 削除する分散デバイスを選択します。

ステップ 6 [削除] をクリックします。

ステップ 7 [分散デバイスの削除] ダイアログボックスで [送信] をクリックして、削除を確認します。

イニシエータ
イニシエータは VPLEX のストレージ ネットワークにアクセスできるようにポートに登録されて
いるホストです。

イニシエータの作成

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [イニシエータ] タブをクリックします。

ステップ 6 [登録] をクリックします。

ステップ 7 [ホスト イニシエータの登録] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

イニシエータのタイプを選択します。

• [デフォルト]：

他のソフトウェア イニシエータ。

• [hpux]：HP（Hewlett Packard）-UX iSCSI ソフトウェア イニシエー
タ

• [sun-vcs]：Sun Microsystems, Inc および Veritas Cluster Server（VCS）
ソフトウェア イニシエータ

• [aix]：IBM AIX ソフトウェア イニシエータ

• [recoverpoint]：EMC RecoverPoint イニシエータ

[タイプ] ドロップダウン リスト

登録されたポートに割り当てられたイニシエータ ホスト名。[イニシエータ名] フィールド

ストレージ ネットワーク内の一意のポート ID である、ファイバ チャ
ネル ファブリックの worldwide name（WWN）。

ポート WWN

ファイバ チャネル ファブリックの WWN は、ストレージ ネットワー
ク内の一意のノード ID です。

[ノード WWN] フィールド

ステップ 8 [送信] をクリックします。

イニシエータの表示
VPLEX ストレージにアクセスできるイニシエータ ホストを表示できます。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [Initiators（イニシエータ）] タブをクリックします。

ステップ 6 任意のイニシエータをクリックし、[詳細の表示] をクリックします。
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イニシエータの削除
現在 VPLEX ストレージへのアクセス権限を持つイニシエータを削除できます。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [イニシエータ] タブをクリックします。

ステップ 6 イニシエータ ホストの名前を選択し、[削除] をクリックします。

ステップ 7 [イニシエータ ポートの登録解除] 確認ダイアログボックスで [送信] をクリックします。
オプションで [強制] チェックボックスをオンにすると、イニシエータ ホストがポートに接続し
た場合に、イニシエータ ポートが削除されます。

（注）

仮想ボリューム
VPLEX はエクステントを使用してストレージ ボリュームを分割します。 基盤となるストレージ
ボリュームの全部または一部をエクステントにすることができます。 VPLEX はエクステントを
集約し、デバイス層で RAID 保護を適用します。 デバイスは、1 つ以上のエクステントを使用し
て構築されます。

VPLEXストレージ構造の最上位層は仮想ボリュームであり、基盤となるデバイスによって作成さ
れ、それらのデバイスのサイズを継承します。仮想ボリュームは、複数のストレージボリューム
に分散された単一の連続ボリュームの場合があります。

VPLEX は、フロントエンド（FE）ポートで使用する必要があるホストに仮想ボリュームを公開
し、ホストは仮想ボリュームを認識します。仮想ボリュームへのアクセスはストレージビューに
よって制御されます。 ストレージ ビューは、VPLEX FE ポートと仮想ボリュームへのホスト イニ
シエータのアクセスを決定する論理コンテナとして機能します。
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仮想ボリュームの作成

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [仮想ボリューム] タブをクリックします。

ステップ 6 [作成] をクリックします。

ステップ 7 [仮想ボリュームの作成] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[選択] をクリックします。 [選択] ダイアログボックスで、ローカル ス
トレージ デバイスを選択し、[選択] をクリックします。

[ローカル デバイス名の選択]
フィールド

ローカル ストレージ ボリュームを 1 つの装置として管理するために使
用される、ストレージ階層の番号。ストレージ階層は価格、パフォー
マンス、容量、その他の属性に基づいてアレイを管理するために使用
されます。

[ストレージ階層の ID] フィール
ド

ステップ 8 [送信] をクリックします。
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仮想ボリュームのリモート アクセスの有効化
仮想ボリュームを使用する必要があるホストに対し、そのリモート アクセスを許可することがで
きます。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [仮想ボリューム] タブをクリックします。

ステップ 6 リストから仮想ボリュームの名前を選択します。

ステップ 7 [リモート アクセス] をクリックします。

ステップ 8 [仮想ボリュームでのリモート アクセス] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

次の中から選択します。

• [有効化]：この仮想ボリュームへのリモート アクセスを有効にし
ます。

• [無効化]：この仮想ボリュームへのリモート アクセスを無効にし
ます。

[アクセス タイプの選択] ドロッ
プダウン リスト

ステップ 9 [送信] をクリックします。

仮想ボリュームの拡張
仮想ボリュームは、これを使用する必要があるホストから認識されます。
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仮想ボリュームを、エクステントまたはローカル デバイスを含めるように拡張できます。（注）

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [仮想ボリューム] タブをクリックします。

ステップ 6 [拡大] をクリックします。

ステップ 7 [仮想ボリュームの拡大] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

次の中から選択します。

• [エクステント]：ストレージ ボリュームのスライス（ブロックの
範囲）。

• [ローカル デバイス]：追加の特定の RAID プロパティを持つ 1 個
以上のエクステント。 このローカル デバイスはクラスタのもの
である必要があります。

[デバイス タイプ] ドロップダウ
ン リスト

このパラメータは、デバイスタイプとして [エクステント]が選択され
た場合に使用可能です。 [選択] をクリックします。 [選択] ダイアログ
ボックスで、希望のエクステントを選択して [選択] をクリックしま
す。

[エクステントの選択] フィール
ド

このパラメータは、デバイス タイプとして [ローカル デバイス] が選
択された場合に使用可能です。 [選択] をクリックします。 [選択] ダイ
アログボックスで、希望のローカル デバイスを選択して [選択] をク
リックします。

[ローカル デバイスの選択]
フィールド

ステップ 8 [送信] をクリックします。
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仮想ボリュームの表示
クラスタの単一の仮想ボリュームを表示できます。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [Virtual Volumes（仮想ボリューム）] タブをクリックします。

ステップ 6 表示する適切な仮想ボリュームを選択します。

ステップ 7 [表示] をクリックします。
仮想ボリュームに関する情報が、仮想ボリュームの属性を説明する新しいビューに表示されます。

仮想ボリュームの削除
ストレージを使用している単一のブロック ストレージ デバイスをクラスタから削除できます。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [仮想ボリューム] タブをクリックします。

ステップ 6 削除する適切な仮想ボリュームを選択します。

ステップ 7 [削除] をクリックします。

ステップ 8 [仮想ボリュームの削除] ダイアログボックスで [送信] をクリックして、削除を確認します。
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ターゲット ポートの表示
ターゲット ポートは、ダイレクタ ポートがホスト イニシエータに接続されるフロントエンド
（FE）ポートです。 これらのポートはホストに認識され、名前、ノードの WWN、ポートの
WWN、有効であるかどうか、ダイレクタの ID などの情報が含まれます。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [ターゲット ポート] タブをクリックします。

ステップ 6 個々のターゲット ポートに関する詳細情報を表示するには、[詳細の表示] をクリックします。

ストレージ ビュー
VPLEX ではストレージ ビューによる仮想ボリュームへのホスト アクセスが可能です。 ストレー
ジ ビューは、VPLEX フロントエンド（FE）ポートと仮想ボリュームへのホスト イニシエータの
アクセスを決定する論理コンテナとして機能します。

ストレージ ビューの作成
仮想ボリュームと VPLEX ポートを含むストレージ ビューを作成して、仮想ボリュームへのホス
ト アクセスを制御できます。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [ストレージ ビュー] タブをクリックします。

ステップ 6 [作成] をクリックします。

ステップ 7 [ストレージ ビューの作成] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

[選択] をクリックします。 [選択] ダイアログボックスで、ストレージ
ビューに追加する 1 つ以上のターゲット ポートを選択し、[選択] をク
リックします。

[ターゲット ポートの選択]
フィールド

すべてのクラスタにわたって一意のストレージ ビュー。[ストレージ ビュー名の名前]
フィールド

ステップ 8 [送信] をクリックします。

ストレージ ビューの削除

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [ストレージ ビュー] タブをクリックします。

ステップ 6 [削除] をクリックします。

ステップ 7 [ストレージ ビューの削除] 確認ダイアログボックスで [送信] をクリックします。
オプションで [強制]チェックボックスをオンにすると、ホストがこのビューに接続した場合に、
ストレージ ビューが削除されます。

（注）

ステップ 8 [送信] をクリックします。
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ストレージ ビューへのイニシエータの追加
1 つ以上のイニシエータ ポートを含むストレージ ビューを作成できます。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [ストレージ ビュー] タブをクリックします。

ステップ 6 [ストレージ ビュー] パネルから必要なストレージ ビューを選択します。

ステップ 7 [イニシエータの追加] をクリックします。

ステップ 8 [ストレージ ビューにイニシエータを追加] ダイアログボックスで、[選択] をクリックします。 [選択] ダイ
アログボックスで、ストレージ ビューに追加する 1 つ以上のイニシエータ ホスト アカウントを選択し、
[選択] をクリックします。

ステップ 9 [送信] をクリックします。
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ストレージ ビューからのイニシエータの削除
ストレージ ビューから 1 つ以上のイニシエータ ポートを削除できます。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [ストレージ ビュー] タブをクリックします。

ステップ 6 [ストレージ ビュー] パネルから必要なストレージ ビューを選択します。

ステップ 7 [イニシエータの削除] をクリックします。

ステップ 8 [ストレージ ビューからイニシエータを削除] ダイアログボックスで、[選択] をクリックします。 [選択] ダ
イアログボックスで、ストレージ ビューから削除する 1 つ以上のイニシエータ ホスト アカウントを選択
し、[選択] をクリックします。

ステップ 9 [送信] をクリックします。

ストレージ ビューへの仮想ボリュームの追加
仮想ボリュームを含むストレージ ビューを作成できます。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [ストレージ ビュー] タブをクリックします。

ステップ 6 [ストレージ ビュー] パネルから必要なストレージ ビューを選択します。

ステップ 7 [仮想ボリュームの追加] をクリックします。

ステップ 8 [ストレージ ビューへの仮想ボリュームの追加] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。
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説明名前

[選択] をクリックします。 [選択] ダイアログボックスで仮想ボリュー
ム（[名前] 列を参照）を選択して、[選択] をクリックします。

[仮想ボリューム] フィールド

（任意）論理ユニット番号（LUN）の ID を入力します。[LUN ID] フィールド

ステップ 9 [送信] をクリックします。

ストレージ ビューからの仮想ボリュームの削除

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [ストレージ ビュー] タブをクリックします。

ステップ 6 [ストレージ ビュー] パネルから必要なストレージ ビューを選択します。

ステップ 7 [仮想ボリュームの削除] をクリックします。

ステップ 8 [ストレージ ビューからの仮想ボリュームの削除] ダイアログボックスで、[仮想ボリューム] フィールドの
[選択] をクリックします。

ステップ 9 [選択] ダイアログボックスで仮想ボリュームを選択し、[選択] をクリックします。

ステップ 10 [送信] をクリックします。

ストレージ ビューへのポートの追加
ターゲット ポートを含むストレージ ビューを作成できます。 ターゲット ポートは、ダイレクタ
ポートがホストイニシエータに接続されるフロントエンド（FE）ポートです。これらのポートは
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ホストに認識され、名前、ノードの WWN、ポートの WWN、有効であるかどうか、ダイレクタ
の ID などの情報が含まれます。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [ストレージ ビュー] タブをクリックします。

ステップ 6 [ストレージ ビュー] パネルから必要なストレージ ビューを選択します。

ステップ 7 [ポートの追加] をクリックします。

ステップ 8 [ストレージ ビューへのターゲット ポートの追加] ダイアログボックスで [選択] をクリックします。

ステップ 9 [選択] ダイアログボックスで、ストレージ ビューに追加する 1 つ以上のターゲット ポートを選択し、[選
択] をクリックします。

ステップ 10 [送信] をクリックします。

ストレージ ビューからのポートの削除
ストレージ ビューからターゲット ポートを削除できます。

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [ストレージ ビュー] タブをクリックします。

ステップ 6 [ストレージ ビュー] パネルから必要なストレージ ビューを選択します。

ステップ 7 [ポートの削除] をクリックします。

ステップ 8 [ストレージ ビューからのターゲット ポートの削除] ダイアログボックスで [選択] をクリックします。

ステップ 9 [選択] ダイアログボックスで、ストレージ ビューから削除する 1 つ以上のターゲット ポートを選択し、
[選択] をクリックします。

ステップ 10 [送信] をクリックします。
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ロギング ボリューム
VPLEX はロギング ボリュームを使用して、接続切断時やボリューム（分散デバイスのミラー）
喪失時に変更を追跡します。 クラスタごとにロギング ボリュームを作成する必要があります。
各ロギング ボリュームには分散ストレージ スペースの各ページに対して 1 ビットを含めるのに十
分な容量（320 テラバイトの分散デバイスごとに約 10 ギガバイトのロギング ボリューム スペー
ス）が必要です。ロギングボリュームではリンク切断中および切断後に多くの入出力が行われる
ため、速度を確保するために各ロギング ボリュームを多数のディスクにストライプ化し、この情
報を保護するために別の高速ディスクにミラー化する必要があります。

ロギング ボリュームの作成

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [ロギング ボリューム] タブをクリックします。

ステップ 6 [作成] をクリックします。

ステップ 7 [ロギング ボリュームの作成] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ストレージ デバイスのタイプを選択します。

• [RAID-0]：パフォーマンス重視のストライプ化データマッピング
または分散データ マッピング技術。

• [RAID-1]：2 台（以上）のデバイスを同一の状態で常に保持する
ための、ミラー データ マッピング技術。

[デバイスのタイプ] ドロップダ
ウン リスト

[選択] ボタンをクリックします。 [選択] ダイアログボックスで、この
デバイスの 1 個以上のエクステントを選択し、[選択] をクリックしま
す。エクステントはストレージボリュームのスライス（ブロックの範
囲）です。

[エクステントの選択] フィール
ド

すべてのクラスタにわたって一意のボリューム名。[ボリューム名] フィールド

RAID-0 デバイスのストライプの深度。[ストライプ深度] フィールド
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ステップ 8 [送信] をクリックします。

ロギング ボリュームへのミラーの追加

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [ロギング ボリューム] タブをクリックします。

ステップ 6 リストからロギング ボリュームを選択します。

ステップ 7 [ミラーの追加] をクリックします。

ステップ 8 [選択] ダイアログボックスで、ストレージ ボリュームを選択し、[選択] をクリックします。

ステップ 9 [送信] をクリックします。
ロギング ストレージ ボリュームにミラーが追加されます。

ロギング ボリュームの削除

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [クラスタ] タブをクリックし、展開するクラスタをダブルクリックします。

ステップ 5 [ロギング ボリューム] タブをクリックします。

ステップ 6 削除する適切なロギング ボリュームを選択します。

ステップ 7 [削除] をクリックします。

ステップ 8 [ロギング ボリュームの削除] ダイアログボックスで [送信] をクリックして、削除を確認します。
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VPLEX システム タスクの管理

ステップ 1 メニュー バーで、[物理] > [ストレージ] の順に選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、[マルチドメイン マネージャ] アイコンをクリックして、接続された複数のドメイ
ン マネージャのリストを展開します。

ステップ 3 [EMC VPLEX] を選択して、接続された VPLEX デバイスを展開し、必要な VPLEX デバイスを選択しま
す。

ステップ 4 [システム タスク] タブをクリックします。

ステップ 5 [EMC VPLEX タスク] フォルダのアイコンをダブルクリックします。

ステップ 6 任意の VPLEX タスクを選択し、[タスクの管理] をクリックします。

ステップ 7 [タスクの管理] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

この VPLEX タスクを有効にするには [有効化] を、無効にするには [無
効化] を選択します。

[タスクの実行] ドロップダウン
リスト

[デフォルトのシステム タスク ポリシー] か、または、この VPLEX タ
スクに割り当てられた [ローカル実行ポリシー] のいずれかを選択しま
す。

[システム タスク ポリシー] ド
ロップダウン リスト

VPLEX タスクを実行する間隔を分単位で選択します。[分] ドロップダウン リスト

ステップ 8 [送信] をクリックします。

ステップ 9 この VPLEX タスクを実行するには、[今すぐ実行] をクリックします。

ステップ 10 この VPLEX タスクを表示するには、 [詳細の表示] をクリックします。
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